
【事業概要】
展覧会向けての作品制作にあたって、共同スタジオ内での三蜜を避けるために、スタジオ内での木工室の制作を行っ
た。また参加する展覧会については、カメラを使っての展示記録、また VRカメラを使っての写真や映像撮影を行
いウェブサイトへの掲載を行うことでコロナ禍でも作品に触れれる環境を作った。展示後も制作室の回収を行い。
コロナ感染が起こりにくくするため自身のブース環境を整備し、新型コロナ感染が起こりにくくする環境を整えた。

【事業の詳細】
▼制作活動とその準備

本事業は「滋賀近美アートスポットプロジェクト Vol.3 エンドレス・ミトス展」に向けて、滋賀県大津市山中町に
ある共同スタジオ山中 suplex 似て作品制作を行った。しかしながら、スタジオは共同スタジオであり、制作する
にあたって他者と長時間同室にいる状況が生まれてしまうため、作品制作を行うための木工室を新設し、制作環境
を整えた。

▼展示及び展示記録の撮影とその掲載
展覧会は、能登川駅前の空き家で行われるた。展覧会そのものは、直接見ることが可能だが、展示後に記録した写
真や、VRカメラで撮影された空間や作品を Instaglamや自身のweb サイトで掲載し、展示状況をオンライン上で
見ることが可能となるようにしている。
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事業名称：　滋賀近美アートスポットプロジェクト Vol.3 エンドレス・ミトス展に向けての制作と制作室の改修。

改修された木工ブース 展覧会アーカイブ



【山中 suplex 木工ブースの制作Ⅰ】
展覧会に向けて、共同スタジオ山中 suplex 内に木工ブースを新設した。
これにより、共同スタジオ内での過密状況を避け、新型コロナウイルス感染防止対策を行った。



【山中 suplex 木工ブースの制作Ⅰ】
共同スタジオ山中 suplex 内でコロナ対策を行うために、壁の新設など、ブースの整備を行った。





【展覧会アーカイブⅠ】
「滋賀近美アートスポットプロジェクト Vol.3 エンドレス・ミトス展」での展示アーカイブ。
展覧会は能登川駅前の空き家を利用し、東近江が発祥とされる木地師と手引き轆轤にまつわる作品を制作した。
上下：ファブリカ村でもらった糸を使った作品。



【展覧会アーカイブⅡ】
「滋賀近美アートスポットプロジェクト Vol.3 エンドレス・ミトス展」での展示アーカイブ。
上：ファブリカ村でもらった糸を使った作品。
下：手前が藤野裕美子さんの作品、奥が小宮太郎の作品。





【展覧会アーカイブⅢ】
「滋賀近美アートスポットプロジェクト Vol.3 エンドレス・ミトス展」での展示アーカイブ。
自身のウェブサイトに展示した時の写真を掲載している。http://www.komiyatarou.com/



【展覧会アーカイブⅤ】
「滋賀近美アートスポットプロジェクト Vol.3 エンドレス・ミトス展」での展示アーカイブ。
自身のウェブサイトに 360 度カメラ、及び VRで視聴できる写真を掲載している。
http://www.komiyatarou.com/


